
図Ⅱ－１４ 地下水の分布、賦存量 
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凡 例 
  ：不透水層上面（帯水層下面）等高線 
  ：地下水位等高線 

標高毎の地下水面積算定概要図 
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図Ⅲ－１７ 揚水井戸配置イメージ図 
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凡例 

  ：既設揚水井戸 

  ：新設揚水井戸 

  ：既設観測井戸 

  ：排水路（予定） 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1,4-ジオキサンの濃度が環境基準を下回るまでに、約8年間と推測される。 
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図Ⅲ－１８ 汚染水浄化期間考察 

●現場地下水の賦存量と、エリア毎の1,4-ジオキサン濃度の推定 

 調査結果から、現場地下水の賦存量とエリア毎の1,4-ジオキサン濃度を推定した。 

 割合 地下水賦存量(㎥)

北東側 36% 10,779 ≒ 11,000

北西側 34% 10181 ≒ 10,000

南西側 30% 8,983 ≒ 9,000

合　計 100% 29,943 ≒ 30,000

北東側 36% 29,105 ≒ 29,000

北西側 34% 27,488 ≒ 28,000

南西側 30% 24,254 ≒ 24,000

合　計 100% 80,848 ≒ 81,000

北東･南西側 66% 98815 ≒ 99,000

北西側 34% 50,905 ≒ 51,000

合　計 100% 149,720 ≒ 150,000

合　計 約26.1万㎥
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●帯水層と汚染エリアの設定 

 

●浄化期間の考察 

[設定条件]                                      

①現場への雨水浸透量(流入量)：約150㎥/日 

②揚水量(処理量)：150㎥/日 

・高濃度上下位帯水層(北西部エリア)からの揚水(取水)量：100㎥/日 

・上位帯水層(その他)からの揚水量：50㎥/日 

③左記のエリア毎の1,4-ジオキサン濃度分布 

 

現場内のエリア 1,4-ジオキサン濃度

上位帯水層（北東側） 0.31 mg/ℓ

上位帯水層（北西側） 1.80 mg/ℓ

上位帯水層（南西側） 0.10 mg/ℓ

下位帯水層 0.006 mg/ℓ

下位帯水層（北西側） 0.42 mg/ℓ

下位帯水層（県境北部） 0.39 mg/ℓ
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